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今
年
の
地
公
退
・
自
治
退
合
同
幹
部
学
習
会
は
、
一
月
二
一
日
に
例
年
と
同

じ
箱
根
湯
本
の
ホ
テ
ル
箱
根
路
開
雲
（
元
東
京
都
共
済
保
養
所
）
で
、
地
公
退

役
員
と
日
退
連
・
都
市
交
退
・
全
水
道
退
・
都
退
協
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
六
～
一
〇

人
、
自
治
退
か
ら
自
治
退
役
員
を
中
心
に
す
る
四
〇
人
の
合
計
八
〇
人
が
参
加

し
た
。
今
年
は
、
昨
年
一
一
月
に
最
終
報
告
を
出
し
た
社
会
保
障
国
民
会
議
に

参
加
し
た
権
丈
善
一
慶
応
大
学
教
授
か
ら
「
社
会
保
障
国
民
会
議
の
報
告
」
と

い
う
講
演
を
受
け
た
。
社
会
保
障
国
民
会
議
は
、
福
田
前
首
相
の
肝
い
り
で
昨

年
一
月
に
設
置
さ
れ
、
福
田
辞
任
後
も
会
の
論
議
が
続
け
ら
れ
一
一
月
最
終
報

告
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
は
、
「
社
会
保
障
の
機
能
強
化
」
と
い
う
基
本
方

向
を
打
ち
出
し
、
最
近
財
界
が
声
高
に
主
張
し
始
め
た
「
基
礎
年
金
の
完
全
税

方
式
化
論
」
に
は
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
こ
と
を
試
算
で
示
す
な
ど
、
政
府
や

財
界
の
思
惑
と
は
違
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
学
習
会
で
は
、
は
じ
め
に
眞
柄
会
長
が
年
頭
挨
拶
を
行
い
、
講
演
の

後
に
川
端
事
務
局
長
が
「
地
公
退
と
し
て
、
総
選
挙
な
ど
の
緊
急
事
態
に
備
え

つ
つ
、
退
職
者
連
合
が
提
起
す
る
『
介
護
保
険
料
・
所
得
税
・
住
民
税
・
国
民

健
保
料
の
天
引
き
を
口
座
振
替
方
式
と
の
選
択
制
に
改
め
よ
』
の
運
動
を
積
極

的
に
推
進
し
よ
う
」
と
地
公
退
の
当
面
の
方
針
を
提
起
し
た
。

麻
生
内
閣
の
居
座
り
を
許
す
な

麻
生
内
閣
の
居
座
り
を
許
す
な  

――  

眞
柄
会
長
が
決
意

眞
柄
会
長
が
決
意

　

眞
柄
地
公
退
会
長
は
、
こ
の
合
同
学
習
会
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
年
頭
の
決
意
を

表
明
し
た
。

　

「
先
日
、
野
党
提
出
の
解
散
決
議
案
に
賛
成
し
自
民
党
を
離
党
し
た
渡
辺
元

行
革
大
臣
が
『
国
民
運
動
を
起
こ
す
』
と
い
っ
た
が
、
野
党
こ
そ
が
『
国
会
解

散
・
麻
生
自
公
政
権
打
倒
』
の
大
国
民
運
動
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。
国
会
の
中

で
も
、
一
月
末
か
ら
は
じ
ま
る
今
年
度
の
本
予
算
案
審
議
で
、
深
刻
な
状
況
の

雇
用
問
題
や
麻
生
首
相
自
身
の
無
能
・
無
責
任
・
揺
れ
続
け
る
政
策
の
基
本
方

向
な
ど
を
し
っ
か
り
取
り
上
げ
て
緊
迫
し
た
状
況
を
作
り
国
会
解
散
に
追
い
込

む
野
党
の
攻
勢
を
期
待
し
て
い
る
。
麻
生
首
相
自
身
は
七
月
に
開
か
れ
る
ロ
ン

ド
ン
サ
ミ
ッ
ト
に
出
た
が
っ
て
お
り
九
月
の
衆
議
院
の
任
期
一
杯
ま
で
居
座
ろ

基
礎
年
金
の
完
全
税
方
式
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に

基
礎
年
金
の
完
全
税
方
式
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に

地
公
退

地
公
退
・・
自
治
退
合
同
学
習
会
開
か
れ
る

自
治
退
合
同
学
習
会
開
か
れ
る

う
と
し
て
い
る
。

　

世
論
の
六
～
七
〇
％
が
反
対
を

し
て
い
る
定
額
給
付
金
支
給
を
与

党
は
遮
二
無
二
強
行
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
支
給
実

施
を
丸
投
げ
さ
れ
た
自
治
体
の
手

数
は
大
変
な
も
の
だ
。
お
金
が
届

く
の
は
六
～
七
月
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
要
す

る
費
用
は
二
兆
円
と
い
わ
れ
配
布

事
務
手
数
料
も
一
千
億
円
近
く
か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ

け
の
財
源
を
、
雇
用
の
緊
急
対
策

に
投
入
す
る
べ
き
だ
。
大
企
業
が

主
導
す
る
ク
ビ
き
り
に
対
し
、
県

市
町
村
が
臨
時
職
員
募
集
な
ど
の

雇
用
拡
大
を
図
っ
て
い
る
が
国
は
知
ら
ぬ
顔
だ
。

　

昨
年
実
施
が
強
行
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
退
職
者
連
合

は
団
体
署
名
を
厚
生
労
働
省
に
提
出
を
し
た
が
、
廃
止
法
案
は
衆
議
院
で
た
な

晒
し
と
な
っ
た
ま
ま
だ
。
舛
添
厚
労
大
臣
の
『
七
五
歳
見
直
し
』
発
言
も
ど
こ

か
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
議
論
が
深
め
ら
れ
る
べ
き
消
費
税
引
上
げ
も
三
年
後

と
明
言
す
べ
き
か
ど
う
か
の
与
党
内
の
や
り
取
り
で
終
わ
り
そ
う
だ
。

　

選
挙
を
意
識
し
た
今
回
の
国
会
で
は
、
昨
年
の
医
療
制
度
問
題
の
よ
う
に
わ

れ
わ
れ
退
職
者
の
具
体
的
な
運
動
課
題
を
絞
り
に
く
い
。
退
職
者
連
合
で
は
、

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
四
〇
歳
の
加
入
・
六
五
歳
の
適
用
の
裾
野
を
広
げ
る

こ
と
と
保
険
料
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
『
選
択
制
』
に
変
更
す
る
よ
う
政

府
・
自
治
体
な
ど
に
働
き
か
け
る
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
地
公

退
も
、
こ
れ
に
応
え
た
運
動
推
進
と
、
『
麻
生
政
権
居
座
り
反
対
・
解
散
総
選

挙
』
の
運
動
を
現
職
と
協
力
し
て
全
力
を
挙
げ
て
行
き
た
い
。
」

　

厚
生
労
働
省
は
一
月
三
〇
日
に
平
成
二
一
年
度
の
年
金
額
に
つ
い
て
前
年
と

同
額
と
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
基
礎
に
な
っ
た
の
は
総
務
省
が
同
日
発
表
し
た
平
成
二
〇
年
平
均
の
全

国
消
費
者
物
価
指
数
の
対
前
年
比
変
動
率
で
、
一
・
四
％

で
あ
っ
た
（
総
務

省
は
例
年
原
則
と
し
て
一
月
二
六
日
の
属
す
る
週
の
金
曜
日
に
こ
の
デ
ー
タ
を

公
表
す
る
慣
行
と
な
っ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
の
年
金
額
発
表
も
こ
の
日
に
行

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
）
。

　

一
方
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
（
平
成
一
七
年
度
か
ら
一
九
年
度
の
実
質

賃
金
変
動
率
等
を
基
に
算
出
）
は
〇
・
九
％

で
、
消
費
者
物
価
上
昇
を
下

回
っ
た
。
こ
の
場
合
、
地
公
退
ニ
ュ
ー
ス
№
87
で
既
報
の
と
お
り
年
金
額
改
定

は
低
い
ほ
う
の
賃
金
変
動
率
で
改
定
す
る
こ
と
と
決
め
ら
れ
て
お
り
〇
・
九
％

が
今
年
改
定
を
必
要
と
す
る
高
さ
と
な
る
。

　

し
か
し
、
九
九
年
か
ら
〇
一
年
ま
で
の
間
に
物
価
が
下
が
っ
た
が
年
金
を
据

え
置
い
た
特
例
分
一
・
七
％
（
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
）

を
吸
収
し
終
え
て
か

ら
実
際
の
改
定
を
す
る
と
い
う
定
め
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
回
年
金
引
き
上

げ
は
な
い
。
い
わ
ば
、
一
・
七
％
の
貸
し
の
う
ち
〇
・
九
％
を
取
り
返
し
、
あ

と
〇
・
八
％
の
貸
し
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
政
府
側
の
整
理
で
あ
る
。
退
職
者

連
合
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
の
廃
止
を
要
求
し
て
い
る
が
、
今
年
は
実
現
せ
ず

物
価
上
昇
が
あ
っ
て
も
年
金
の
引
き
上
げ
は
な
い
と
い
う
発
表
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
適
用
の
有
無
が
注
目
さ
れ
た
「
給
付
額
抑
制
の
手
段
で
あ
る
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
」
に
よ
る
調
整
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
が
解
消
さ
れ
て
か
ら
発

動
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
〇
九
年
度
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

物
価
上
昇
で
も
本
年
度
の
年
金
額
は
上
が
ら
ず

物
価
上
昇
で
も
本
年
度
の
年
金
額
は
上
が
ら
ず

――  

物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
と
相
殺

物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
と
相
殺  

――
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マクロ経済スライドは来年以降、 
物価スライド特例の残り0.8％が 
解消した後に発動 

年金額改定は、の 
うち低い方の率で行う 
ことになっている 

0.8％ 

物価が下がっても　　 
年金額を据え置いた分 
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基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
化
は
企
業
負
担
の
肩
代
わ
り

基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
化
は
企
業
負
担
の
肩
代
わ
り

　
　
　
　

権
丈
善
一
教
授
の
講
演
（
要
旨
）

　

小
泉
「
改
革
」
は
医
療
な
ど
の
崩
壊
を
招
い
た

小
泉
「
改
革
」
は
医
療
な
ど
の
崩
壊
を
招
い
た

　

二
〇
〇
六
年
六
月
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
、
当
時
の
小
泉
首
相
は
「
『
税

負
担
を
増
や
し
て
も
必
要
な
政
策
を
や
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
う
声
が
出
る
ま
で

歳
出
は
切
り
詰
め
る
だ
け
切
り
詰
め
る
」
と
発
言
し
た
。
小
泉
「
改
革
」
の
本

質
を
表
し
た
発
言
だ
。
深
刻
な
医
師
不
足
な
ど
の
医
療
の
危
機
、
介
護
福
祉
職

員
の
低
劣
な
労
働
条
件
や
人
手
不
足
な
ど
の
介
護
制
度
の
危
機
が
、
進
行
し
て

き
た
。
一
昨
年
の
参
院
選
で
の
与
党
の
敗
北
は
、
こ
の
よ
う
な
政
策
へ
の
批
判

が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

社
会
保
障
制
度
の
充
実
は
、
社
会
・
経
済
の
安
定
的
発
展
の
た
め
に
絶
対
必

要
な
こ
と
で
あ
り
、
国
に
固
有
の
財
産
が
あ
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
国
民
は
税

や
保
険
料
な
ど
の
「
代
金
」
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
日
本
は
、
「
代
金
」
を

払
っ
て
い
る
順
番
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で
メ
キ
シ
コ
、
ト
ル
コ
、
韓
国

（
い
ず
れ
も
高
齢
化
の
状
況
が
日
本
の
一
九
六
〇
年
代
の
状
況
）
に
つ
い
で
下

か
ら
四
番
目
と
い
う
低
さ
で
あ
る
。
小
泉
内
閣
が
「
小
さ
な
政
府
（
低
い
『
代

金
』
）
」
で
今
日
の
社
会
保
障
の
危
機
を
促
進
し
た
。

　

基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
案
と
は

基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
案
と
は

　

昨
年
一
月
に
福
田
首
相
の
肝
入
り
で
つ
く
ら
れ
た
社
会
保
障
国
民
会
議
に
、

自
民
党
な
ど
の
社
会
保
障
政
策
を
批
判
し
て
き
た
私
が
自
公
両
党
か
ら
の
推
薦

で
入
っ
た
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
が
社
会
保
障
制
度
の
持
続
性
を
強
調
し

て
制
度
を
収
縮
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
批
判
し
、
制
度
の
機
能
強
化
に
転
換
す
る

こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
の
上
で
、
基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
化
の
三
案
に
つ
い

て
の
試
算
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
す
る
こ
と
を
提
案
し
そ
れ
が
実
現
し
た
。

基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
化
と
は
、
国
民
年
金
・
被
用
者
年
金
共
通
の
基
礎
年

金
部
分
を
全
額
国
庫
負
担
に
し
て
、
国
民
年
金
保
険
料
未
払
い
問
題
を
な
く
し

国
民
全
部
が
保
険
料
を
別
に
払
わ
な
く
と
も
基
礎
年
金
の
受
給
者
に
な
れ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
案
は
、
そ
れ
ま
で
の
民
主
党
や
連
合
の
主
張
と
は
別

に
、
一
昨
年
一
〇
月
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
経
団
連
代
表
が
提
唱
し
始
め
、

一
部
自
民
党
議
員
や
日
本
経
済
新
聞
が
声
を
大
に
し
て
主
張
し
は
じ
め
た
。

　

こ
の
案
に
よ
れ
ば
、
基
礎
年
金
分
の
保
険
料
（
現
制
度
で
は
、
国
民
年
金
は

本
人
負
担
の
み
、
被
用
者
年
金
は
本
人
と
企
業
が
折
半
負
担
）
は
ゼ
ロ
に
な
り
、

全
額
が
税
金
で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
年
金
制
度
出
発
時
か
ら
税
方
式
で

あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
以
外
で
は
、
保
険

料
方
式
か
ら
税
方
式
に
移
行
し
た
国
は
な
い
。
わ
が
国
で
現
在
の
保
険
料
方
式

か
ら
完
全
税
方
式
に
移
行
す
る
に
は
、
税
方
式
へ
の
移
行
後
の
基
礎
年
金
給
付

に
つ
い
て
、
移
行
以
前
の
保
険
料
の
納
付
者
と
未
納
者
と
の
受
給
権
の
差
異
を

ど
の
よ
う
に
処
置
す
る
か
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
三
方
式
が
考
え
ら
れ
る
。

Ａ
方
式 

― 

過
去
の
保
険
料
納
付
実
績
に
つ
い
て
は
無
視
し
全
員
の
基
礎
年
金

の
満
額
六
・
六
万
円
支
給
を
行
う
。
（
保
険
料
納
入
者
と
未
納
者
と
に
、
納

入
者
の
受
給
権
を
無
視
す
る
と
い
う
重
大
な
不
公
平
が
生
じ
る
。
）

Ｂ
方
式 

― 

過
去
の
保
険
料
未
納
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
分
の
税
方
式

の
基
礎
年
金
給
付
を
減
額
す
る
。
（
基
礎
年
金
を
全
員
に
給
付
と
い
う
制
度

の
改
定
の
目
的
か
ら
外
れ
無
年
金
者
が
出
る
。
「
何
の
た
め
の
税
方
式
？
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
）

Ｃ
方
式 

― 

過
去
の
保
険
料
納
付
期
間
に
関
わ
る
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間

分
を
税
方
式
の
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
。
（
税
で
の
負
担
が
膨

大
と
な
る
。
）

　

完
全
税
方
式
は
国
民
の
大
き
な
負
担
増
と
な
る

完
全
税
方
式
は
国
民
の
大
き
な
負
担
増
と
な
る　

　

Ａ
方
式
に
〇
九
年
度
か
ら
移
行
す
る
と
、
一
四
兆
円
の
増
税
が
必
要
（
法
定

通
り
国
庫
負
担
を
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
る
た

め
の
二
・
三
兆
円
は
別
に
必
要
）
で
、
消
費
税

率
に
換
算
す
る
と
五
％
に
相
当
す
る
。

　

Ｂ
方
式
で
も
、
九
兆
円
（
消
費
税
率
換
算
で

三
・
五
％
）
の
増
税
が
必
要
。

　

Ｃ
方
式 

― 

加
算
額
を
保
険
料
相
当
の
二
分

の
一
の
三
・
三
万
円
と
し
て
も
、
二
四
兆
円
（
消
費
税
率
換
算
で
八
・
五
％
）

の
増
税
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
の
試
算
結
果
、
三
方
式
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
基
礎

年
金
財
源
と
な
る
消
費
税
増
税
額
が
基
礎
年
金
の
保
険
料
減
少
額
を
大
幅
に
上

回
り
、
月
々
数
千
円
～
二
万
円
超
の
負
担
増
と
な
る
。
ま
た
、
す
で
に
保
険
料

を
払
い
終
わ
っ
て
い
る
人
や
年
金
受
給
者
も
消
費
税
増
税
分
だ
け
新
た
な
負
担

増
（
消
費
税
率
三
・
五
％
の
引
上
げ
）
と
な
り
そ
の
分
は
保
険
料
の
追
加
二
重

支
払
い
に
な
る
。
さ
ら
に
、
消
費
税
の
上
げ
幅
が
小
さ
い
Ｂ
方
式
で
も
未
納
未

加
入
者
の
多
く
は
、
給
付
ゼ
ロ
か
低
額
と
な
り
抜
本
的
に
は
救
わ
れ
な
い
ま
ま
、

逆
に
消
費
税
引
き
上
げ
分
だ
け
負
担
増
を
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
未
納
未
加

入
者
の
完
全
解
消
に
は
最
短
六
五
年
は
か
か
る
。

　

未
納
未
加
入
の
増
加
は
制
度
破
綻
に
つ
な
が
ら
な
い

未
納
未
加
入
の
増
加
は
制
度
破
綻
に
つ
な
が
ら
な
い

　

「
未
納
未
加
入
の
増
加
で
年
金
財
政
は
破
綻
す
る
」
と
宣
伝
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
嘘
で
あ
る
。
給
付
に
必
要
な
保
険
料
は
そ
の
年
度
に

集
ま
ら
な
く
て
も
年
金
積
立
金
の
取
り
崩
し
で
充
当
さ
れ
る
一
方
、
未
納
未
加

入
者
に
は
将
来
年
金
給
付
を
し
な
い
た
め
、
年
金
財
政
面
か
ら
見
れ
ば
マ
イ
ナ

ス
に
は
な
ら
な
い
。
皮
肉
な
こ
と
に
現
行
制
度
の
国
庫
負
担
分
は
、
未
納
未

加
入
者
が
多
け
れ
ば
少
な
く
て
済
む
。
さ
ら
に
、
「
納
付
率
六
六
・
三
％
」

（
〇
六
年
度
）
は
国
民
年
金
の
被
保
険
者
だ
け
の
も
の
で
、
公
的
年
金
全
加
入

者
七
、
〇
五
九
万
人
の
う
ち
の
三
四
〇
万
人
（
四
・
八
％
）
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

僅
か
な
人
の
た
め
に
現
制
度
を
変
え
る
こ
と
は
適
正
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
完
全
税
方
式
は
、
多
く
の
国
民
が
大
幅
負
担
増
と
な
り
、
低

所
得
者
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
未
納
未
加
入
者
問
題
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
に

く
い
。
社
会
保
障
国
民
会
議
で
公
表
さ
れ
た
試
案
結
果
は
、
多
く
の
国
民
が
負

担
増
と
な
る
一
方
、
基
礎
年
金
の
事
業
主
負
担
・
年
間
三
・
七
兆
円
が
ゼ
ロ
に

な
る
の
で
、
事
業
主
（
企
業
）
の
み
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
（
企
業
か
ら
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
へ
コ
ス
ト
の
移
行
）
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

　

必
要
な
医
療
・
介
護
・
教
育
へ
の
重
点
投
入

必
要
な
医
療
・
介
護
・
教
育
へ
の
重
点
投
入

　

私
は
、
現
行
の
年
金
制
度
は
、
お
お
む
ね
適
正
と
考
え
て
い
る
。
「
高
齢
の

現
受
給
者
は
年
金
を
貰
い
過
ぎ
て
い
る
」
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
現
受
給
者
の

世
代
は
現
役
の
頃
は
親
の
世
代
を
個
人
的
に
支
え
て
き
て
お
り
今
日
子
ど
も
か

ら
個
人
的
に
支
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
今
は
、
個
人
の
世
話
・
仕
送
り
が
年
金

と
い
う
社
会
的
な
も
の
に
変
化
し
て
い
る
。
た
だ
、
未
納
・
未
加
入
者
対
策
を

放
置
し
て
よ
い
訳
は
な
い
。
保
険
料
減
免
の
職
権
適
用
や
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
の
保
険
料
の
半
分
を
事
業
主
が
負
担
す
る
厚
生
年
金
へ
の
加
入
の
道
を
広

げ
る
と
か
、
生
活
保
護
制
度
を
利
用
し
や
す
く
す
る
な
ど
、
国
民
が
老
後
の
生

活
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
対
策
を
強
め
る
必
要
は
あ
る
。

　

安
定
的
な
社
会
の
発
展
に
必
要
な
社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
は
、
そ
の
「
代

金
」
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
消
費
税
を
引
上
げ
て

社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
充
て
る
と
し
た
ら
、
基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
化
に

投
じ
る
の
は
賢
明
で
は
な
い
。
貴
重
な
消
費
税
は
、
疲
弊
が
著
し
い
医
療
や
介

護
、
際
立
っ
て
財
源
の
手
薄
な
教
育
や
保
育
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
充
て
ら
れ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
高
齢
者
医
療
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
な
ど
や
、
救
急

や
産
科
・
小
児
科
の
立
て
直
し
、
介
護
保
育
労
働
者
の
賃
金
引
上
げ
な
ど
新
財

源
の
具
体
的
な
重
点
投
入
を
必
要
と
す
る
分
野
は
多
い
。
こ
れ
ら
に
投
入
す
る

新
財
源
確
保
こ
そ
早
急
に
協
議
す
べ
き
だ
。　
　
　
　
　

㺢
文
責
は
編
集
部
㺣

権
けん

丈
じょう

善
よし

 一
かず

 氏
プロフィール

慶應義塾大学商学部教授。

1962年　福岡県生まれ

慶應義塾大学商学研究科博

士課程修了。

06年～

　社会保障審議会委員

08年１～11月

　社会保障国民会議に参加

08年９月～

　高齢者医療制度に関する

検討会

「医療政策は選挙で変え

る ― 再分配政策の政治

経済学Ⅳ」（2007年慶應

義塾大学出版会）など著

書多数。
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